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宮崎市地域コミュニティ活動交付金実績報告書
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主たる事務所の所在地 宮崎市田野町甲２８１８番地
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令和４年３月３１日付で交付決定のありました宮崎市地域コミュニティ活動交付金については、

宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１８条第１項の規定により、関係書類を添えて

実績報告書を提出します。

添付書類

（イ） 事業実施報告書

（ロ） 収支決算書又は収支決算見込書

（ハ） 事業別収支計算書

（ニ） 積立金管理状況報告書

（ホ） その他



（様式第５号）

（１）収入の部

（２）支出の部

令和４年度　事業実施報告・収支決算（見込）書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　田野地域自治区　　　

                                                                       田野まちづくり協議会

１　総括

　令和4年度は17事業を計画したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、特に高齢者対象や集
客力の高いイベントの中止が3つあった。しかしながら、感染防止対策を考慮して規模や期間を縮小し
た田野しっちゃが祭りや、初めて合同で実施したおTANOしみマルシェも予想以上の活況を呈した。
　また、以前からの課題であった田野観光マップが漸く完成し、町内外への配布作業に入った。今後
も各種団体と連携しながら取組んでいきたい。

２　収支決算

（単位：円）

項　　目 予　算 決算 差 備　考

地域コミュニティ活動交付金 2,867,000 2,867,000 0

繰越金 1,737,921 1,737,921 0

寄付金 0 110,000 110,000 田中漬物・桜屋旅館

参加者負担金 215,000 13,500 ▲ 201,500

売上金 0 0 0

自己資金 79 27 ▲ 52

合　　計 4,820,000 4,728,448 ▲ 91,552

分野 事　業　名 実施年数 予　算 決算 差 備　考

防 防犯・防災事業 14年目 251,000 199,286 ▲ 51,714

福 健康ふくしまつり共催事業 14年目 40,000 17,010 ▲ 22,990 中止

福 福祉共催事業（地域ふれあい交流） 13年目 120,000 2,134 ▲ 117,866 中止

福 高齢者・認知症サポート支援事業 5年目 20,000 4,728 ▲ 15,272

環 いこいの里山づくり事業 14年目 304,000 291,950 ▲ 12,050

再 鰐塚山山開き事業 11年目 40,000 13,602 ▲ 26,398

再 田野しっちゃが祭り活性化事業 10年目 343,000 127,762 ▲ 215,238

再 田野駅活性化事業 12年目 372,000 322,790 ▲ 49,210

再 特産品開発事業 11年目 115,000 1,176 ▲ 113,824

再 田野マルシェ事業 6年目 260,000 85,688 ▲ 174,312

健 イベント共催事業 14年目 50,000 13,680 ▲ 36,320 中止

教 世代間交流事業 8年目 100,000 26,400 ▲ 73,600

教 寺子屋事業 7年目 220,000 91,280 ▲ 128,720

他 広報事業 14年目 535,000 453,866 ▲ 81,134

他 フォトカレンダー事業 12年目 128,000 116,795 ▲ 11,205

他 マップ作成事業 4年目 710,000 699,050 ▲ 10,950

他 まちづくり協議会運営事業 14年目 1,212,000 923,373 ▲ 288,627

繰　越　金 1,337,878

合　　計 4,820,000 4,728,448 ▲ 91,552



３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 防犯・防災事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：平成２１年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　子どもから高齢者まで笑顔はぐくむまち

基本項目
２．安心安全なまちづくり
　◎防犯パトロール

目　　的
（期待される効果）

　地域住民が安心して暮らせる安全なまちづくりのため、青色パトロー
ル・学童見守りの活動を通じて、犯罪を抑制し、子どもたちの健全育成に
努める。地域住民が安心して暮らせる安心・安全なまちづくりを目指す。

事業内容・手段

（１）青パト隊員２５名による防犯パトロールを週４日（月・火・木・
　　　金）実施した。（原則２名体制）

（２）青色パトロール講習会
　　　会　場：田野文化会館
　　　実施日：令和４年１０月２５日(火)
　　　内　容：南警察署による青パト講習会を実施した
　　　参加人数 : １３名

（３）見守り隊員１８名による学童見守りを行った。
　　　※毎週月曜日～金曜日　午前７時１５分～７時５０分
　　　※２名体制で大石百貨店前交差点で実施
　　　※見守り隊員以外に、PTAも参加協力

事 業 費 　１９９，２８６円

対 象 者 　地域住民・小中高学生

年　度 令和４年度 令和３年度

防犯パトロール ２９９人 １８９人

学童見守り ４０２人 ２７５人

合　計 ７０１人 ４６４人

※延べ人数

住民の声（アン
ケートの結果等）

・青パト、子どもの見守り活動を通して地域住民が安心して暮らせて
　いる。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

毎日見守り活動を
することで、地域
で地域の安全を
守っているという
認識ができてい
る。

⑤事業の周知

・田野紙
・ＳＮＳ
・小学校PTAにも
継続的に協力要請
している。

②住民の参加

一部の自治会から
自主的に見守りの
新規加入があっ
た。

⑥課題解決へ
の作用

田野小ＰＴＡや自
治会からの新規会
員も増えたが、更
なる会員増に努め
たい。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

地域の安心安全の
ため、妥当であ
る。

⑦住民の満足
度

青パト・見守り活
動は地域の安心・
安全のため、防犯
の観点からも重要
である。

④各種団体と
の連携

PTAの協力を去年
から継続してい
る。また、新たに
一部の自治会の協
力を得た。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・他の部会から若手の参加が得られ、高齢化による減員の補填が得られた。
・自治会の協力を得て見守り会員が増えた。
・県民文化センターにて田野パトロール隊が「防犯功労団体賞」を受賞。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

地域協議会から
の意見への対応

対応 未 ・ 済



［２]地域・福祉に係る事業

事 業 名 健康ふくしまつり共催事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：平成２１年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　子どもから高齢者まで笑顔はぐくむまち

基本項目
３．健康福祉の充実
　◎救急救命講習の実施
　◎健康ふくしまつりでの啓発

目　　的
（期待される効果）

　各種団体と連携して、健康ふくしまつり時にまちづくり協議会ブース
（防災コーナー）を設け、安心・安全なまちづくりの推進を図る。防災意
識の薄い町民に、住民一人一人がいざという時の助け合いの心を共有す
る。

事業内容・手段

（１）たの健康ふくしまつり第一回実行委員会　9月28日(水)
　　　　内　容：①実行委員長・副委員長・監事選出
　　　　　　　　②たの健康ふくしまつり開催の可否について
（２）たの健康ふくしまつり第二回実行委員会　10月26日(水)
　　　　内　容：令和４年度健康ふくしまつりの開催可否を検討
（３）たの健康ふくしまつり第三回実行委員会　11月30日(水)
　　　　内　容：①令和４年度の健康ふくしまつりの中止決定
　　　　　　　　②令和５年度の健康ふくしまつりについて検討
　　　　　　　　　・開催時期　　・開催場所
 (４) たの健康ふくしまつり第四回実行委員会　1月18日(水)
　　　　内　容：令和５年度健康ふくしまつりの開催決定
　　　　　　　　　・開催日:10月15日(日)  場所:ふれあいセンター
　※配布予定の防災グッズ等購入（来年度配布）

事 業 費 　１７，０１０円

対 象 者 　地域住民・健康ふくしまつりの参加者

年　度 令和４年度【中止】 令和３年度【中止】

一般参加者 人 人

スタッフ 人 人

合　計 人 人

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

地域の各種団体が
参加し、地域最大
の福祉行事であ
る。

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

各種団体と連携し
て実施すること
で、事業展開にも
つながる。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

社協・市・児童セ
ンター・保育会・
民生委員・学校な
ど、多くの団体が
参加している。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・コロナの影響により今年度も開催できなかったが、来年度の開催に向けて活
発な論議がなされ、今後の方向性が見い出せた。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［２]地域・福祉に係る事業

事 業 名 福祉共催事業（地域ふれあい交流） 実施年数 　１３年目

事業期間  開始：平成２２年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　子どもから高齢者まで笑顔はぐくむまち

基本項目
１．三世代交流
　◎高齢者の集う場所を設け、世代間交流をを図る
３．健康福祉の充実
　◎世代間交流を図り、思いやりのある福祉のまちをつくる

目　　的
（期待される効果）

　家にこもりがちな高齢者の集う場所を設けることにより、地域のニーズ
把握や高齢者相互及び世代間の交流を図り、思いやりのある福祉のまちを
つくる。

事業内容・手段

（１）第１回田野地域ふれあい交流実行委員会
　　会　場：田野文化会館
　　実施日：令和４年７月６日（水）
　　内　容：令和４年度ふれあい交流の開催について検討
（２）第２回田野地域ふれあい交流実行委員会
　　会　場：田野文化会館
　　実施日：令和４年８月２５日（木）
　　内　容：令和４年度ふれあい交流の開催中止が決定
（３）田野地域ふれあい交流【中止】(コロナ感染拡大防止のため）
　　会　場：田野文化会館
　　実施日：令和４年９月１９日予定➡中止
　　内　容：町内７５歳以上の高齢者を対象に交流会を開催する
　　　　　　まちづくり写真館として写真を撮影し、帰りに渡す
　　※撮影用写真用紙の購入

事 業 費 　２，１３４円

対 象 者 　地域住民（７５歳以上の高齢者）

年　度 令和４年度【中止】 令和３年度【中止】

一般参加者 人 人

スタッフ 人 人

合　計 人 人

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

田野町で敬老の日
に開催される高齢
者の交流の場とし
て浸透している。

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

まちづくり写真館
を運営し、高齢者
に喜ばれている。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

田野町地域婦人連
絡協議会・自治
会・民生委員と連
携している。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・コロナ禍でも開催できるような検討が必要である。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［２]地域・福祉に係る事業

事 業 名 高齢者・認知症サポート支援事業 実施年数 　５年目

事業期間  開始：平成３０年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　子どもから高齢者まで笑顔はぐくむまち

基本項目
２．安心安全なまちづくり
　◎声かけ見守り
３．健康福祉の充実
　◎認知症になっても地域で安全に暮らせるような福祉の充実

目　　的
（期待される効果）

　各種団体と連携して、認知症になっても住み慣れたまちで暮らすことが
できるようなまちづくりを目指す。

事業内容・手段

（１）認知症見守り声掛け模擬訓練（包括ケア推進委員会との共催）
　　　会　場 ：田野北地区公民館 及び 周辺
　　　実施日 : 11月20日(日)
　　　対　象 : 法光坊地区
　　　内　容 : 認知症について基本的な知識や対応の仕方を学んだ後
　　　　　　　その知識を生かし、設定されたコース内での認知症役
　　　　　　　の人に「声かけ、通報」までの模擬訓練を実践した。

事 業 費 　　４，７２８円

対 象 者 　法光坊自治会・その他地域住民

（２）声かけ見守り模擬訓練

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加 ２６人

スタッフ ２５人

合　計 ５１人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・認知症の理解が深まった。
・声かけの仕方が勉強になった。
・全町民にこのような機会をもっと増やして欲しい。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

認知症の方が地域
で暮らし続けられ
るように、地域で
見守ることは重要
である。

⑤事業の周知
自治会及び支援セ
ンター関係者他を
通じて連絡。

②住民の参加

コロナ禍での縮小
規模ではあった
が、「模擬訓練」
を実施し、法光坊
地区の住民の参加
を得られた。

⑥課題解決へ
の作用

高齢化社会におけ
る、認知症への理
解は重要である。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

高齢化社会を迎え
るにあたり、安心
安全なまちづくり
を進めるために重
要である。

⑦住民の満足
度

出席者が模擬訓練
に真剣に取組ん
で、認知症に対す
る理解が深まっ
た。

④各種団体と
の連携

包括支援セン
ター、わにつか荘
との連携ができ
た。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・住民の方も一生懸命取組んでおり、今後の対応や周りへの広がりに期待した
い。

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［３]環境に係る事業

事 業 名 いこいの里山づくり事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：平成２１年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　自然環境と産業の調和したまち

基本項目
４．豊かな自然と共生するまち
　◎いこいの里山事業の再構築

目　　的
（期待される効果）

　環境にやさしいまちづくりを推進し、次世代を担う子どもたちに豊かな
自然を残すため、環境保全活動の取り組みを市民に広めていく。

事業内容・手段

（１）前平森林公園（新ひむかの森公園）の整備
　　会　場：前平森林公園周辺
　　実施日：毎月第１日曜日（８時～１４時）１２回/年
　　内　容：草刈り・枝おろし・公園入口及び道路脇の整備

（２）一本桜植栽
　　会　場：前平森林公園周辺
　　実施日：令和５年２月２１日（火）
　　内　容：田野中第76回卒業生代表３人による桜の植栽

事 業 費 　２９１，９５０円

対 象 者 　地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １９人 １５人

スタッフ １００人 ９３人

合　計 １１９人 １０８人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・花見に来る人が増えた。
・コーラスグループの練習場にも利用され、少しづつ認知されて来た。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

いこいの場として
今後も継続して整
備していく必要あ
り。

⑤事業の周知
・田野紙
・ＳＮＳ

②住民の参加

まち推の部会員中
心だが、今年も日
本山岳会宮崎支部
の協力を得た。

⑥課題解決へ
の作用

来場者が増加し、
日本山岳会宮崎支
部の協力も得た。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

いこいの里山とし
て、トイレ、東
屋、駐車場など整
備し、徐々に認知
されつつあるので
継続していきた
い。

⑦住民の満足
度

コロナ禍の中、
ウォーキングする
人や、散策・花見
する人が増えて来
ている。

④各種団体と
の連携

日本山岳会宮崎支
部の協力を得てい
る。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・公園内に市町村の樹木が植えられており、それぞれの「表示看板」を設置した。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［４]地域再生に係る事業

事 業 名 鰐塚山山開き事業 実施年数 　１１年目

事業期間  開始：平成２４年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　自然環境と産業の調和したまち

基本項目
４．豊かな自然と共生するまち
　◎わにつか渓谷の再生へ向けてのもみじ植栽・山開きの拡充

目　　的
（期待される効果）

　田野町の象徴である鰐塚山の自然を市民に広く知ってもらうため、安全
祈願祭を実施する。

事業内容・手段

（１）山開き安全祈願祭
　　会　場：鰐塚山登山道入口
　　実施日：令和４年４月１７日（日）
　　内　容：登山道入口で、安全祈願祭のみ行った。

　　※コロナウイルス感染拡大防止のため縮小して開催

事 業 費 　１３，６０２円

対 象 者 　地域住民・登山者

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １８人 ２６人

スタッフ ６人 ９人

合　計 ２４人 ３５人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・祈願祭に出席。厳粛な気持ちで今年の無事故とコロナの収束を祈念する
ことが出来た。
・年々、イワザクラを楽しみに来ている登山者が増えて来ている。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

田野を象徴する鰐
塚山の山開きは、
町内外から望まれ
ている。

⑤事業の周知
・田野紙
・ＳＮＳ

②住民の参加
コロナ感染防止の
ため、縮小して
行った。

⑥課題解決へ
の作用

登山は自己責任で
あるが、山開き安
全祈願祭を実施す
ることは重要であ
る。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

２００５年の台風
災害で途絶えてい
た山開きの実施は
妥当であり、祈願
祭の意義は大き
い。

⑦住民の満足
度

安全祈願祭のみの
実施だが、この時
期にイワザクラな
どが見られ、登山
客に好評である

④各種団体と
の連携

日本山岳会宮崎支
部の会員が多く参
加。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・コロナ感染拡大防止のため今年度も縮小して行ったが、参加した登山客は山
開き祈願祭を楽しみに待っていた。

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［４]地域再生に係る事業

事 業 名 田野しっちゃが祭り活性化事業 実施年数 　１０年目

事業期間  開始：平成２５年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　地域のつながり・教育・文化を大事にするまち

基本項目
６．行政に頼らない住民主導のスポーツ・文化活動の復活
　◎ふるさとまつり

目　　的
（期待される効果）

　田野しっちゃが祭り時にお化け屋敷を開催し、祭りを盛り上げることに
より、まちの活性化を図る。また、まちづくり協議会活動の周知に努め
る。

事業内容・手段

 (１)お化け屋敷に代わる「テント屋台」を実施(田野しっちゃが祭り)
　　会　場 : 田野総合支所前
　　実施日：令和４年７月17日(コロナ感染状況から1日に短縮)
　　内　容：コロナ感染防止の為、テント屋台を設営し、次の活動を実施
　　　　　①後藤館長制作による“謎の動物”の展示
　　　　　②子ども向けクジ引き
　　　　　③ハンダ付け体験

事 業 費 　１２７，７６２円

対 象 者 　地域住民

令和４年度 クジ引き ハンダ付け体験

一般参加者 ２７０人 １８人

スタッフ ８人 ４人

合　計 ２７８人 ２２人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・３年振りに“田野しっちゃが祭り”が開催され、大人も子どもも大いに
賑わい、久しぶりの町の活気を感じる事ができた。
・今回の屋台は初めての試みだったが、子ども達にも好評であった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

今年度はお化け屋
敷に代わるお化け
屋台だったが、子
ども達のニーズに
十分答えていた。

⑤事業の周知

・広告チラシ
・田野紙
・ＳＮＳ

②住民の参加

今年度はお化けの
制作・展示のみの
為、住民の参加は
出来なかった。

⑥課題解決へ
の作用

コロナ対策が課題
であったが、お化
け屋敷からお化け
屋台に変更した。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

まつり時のお化け
屋敷あるいはお化
け屋台は子どもた
ち人気の催しのた
め、妥当である。

⑦住民の満足
度

お化け屋敷ほどで
はなかったが、そ
れなりのインパク
トは与えられた。

④各種団体と
の連携

児童センターとの
連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・期待のお化け屋敷は中止となったが、それに代わるお化け屋台も好評であっ
たことから、色々なパフォーマンスのあり方が模索できた。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［４]地域再生に係る事業

事 業 名 田野駅活性化事業 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：平成２３年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　自然環境と産業の調和したまち
　地域のつながり・教育・文化を大事にするまち

基本項目
４．豊かな自然と共生するまち
　◎冬限定の風物詩大根やぐらの継承
６．行政に頼らない住民主導のスポーツ・文化活動の復活
　◎ライトアップ

目　　的
（期待される効果）

　田野の玄関でもある田野駅をライトアップすることにより、地域活性化
の機運を盛り上げる。

事業内容・手段

（１）ライトアップ準備作業
　　実施日：令和４年６月～１１月
　　内　容：イルミネーション点検・修理
（２）田野駅ライトアップ
　　会　場：田野駅前広場
　　実施日：１１月２３日(水）：やぐら組立
　　　　　　１１月２６日(土）・２７日（日）：イルミ装飾
　　　　　　令和５年１月２２日（日）：やぐら撤去
　　内　容：田野の冬の風物詩である大根やぐらを組立て、手作りの
　　　　　　大根型のイルミネーションを飾り付ける。
　　　　　　また、大根やぐら内側に田野小学校６年生・七野小学校６
　　　　　　年生・田野中学校３年生の将来の夢短冊を飾った。
（３）点灯式
　　会　場：田野駅前広場
　　実施日：令和４年１２月１日(木）
　　内　容：コロナ感染拡大防止のため、例年より縮小したが、
　　　　　　田野中学校代表者による点灯式を行った。

事 業 費 　３２２，７９０円

対 象 者 　地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ８０人 ５０人

スタッフ ８０人 ９０人

合　計 １６０人 １４０人

※スタッフは準備から片付までの延べ人数

住民の声（アン
ケートの結果等）

・今回、子ども達の参加が多く、にぎやかに楽しく、しかもスムーズに作
業できたことが良かった。
・婦人会の“振る舞い”のカレーが好評であった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

冬の風物詩「大根
やぐら」に大根型
のイルミを下げ、
田野らしさの演出
が期待されてい
る。

⑤事業の周知

・田野紙
・ＳＮＳ
・点灯式は12月1
日と固定してい
る。

②住民の参加

小学生、中学生、
田野総合支所、宮
崎太陽銀行そして
地元住民の方の協
力を得た。

⑥課題解決へ
の作用

日本農業遺産認定
を受け、大根やぐ
らを県内外にPR
し、田野の活性化
につなげる。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

田野らしい「大根
やぐら」のライト
アップをすること
で、地域活性化の
一因になるよう努
力している。

⑦住民の満足
度

名実共に田野町の
「冬の名所」の一
つとして受け入れ
られている。

④各種団体と
の連携

田野小・七野小・
田野中・婦人会・
花まちづくり協議
会・市役所等と連
携している。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・入口にナイアガラの滝、トンネル、地球儀、そして大小の大根やぐらに広が
るイルミネーションが一面に輝き、子ども達を楽しませた。
・マスコミ各社から取材、放映してもらい、町外からも来場者が増えた。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［４　地域再生に係る事業　］

事 業 名 特産品開発事業 実施年数 　１１年目

事業期間  開始：平成２４年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　自然環境と産業の調和したまち

基本項目
４．豊かな自然と共生するまち
　◎事業者との連携による新特産物の開発

目　　的
（期待される効果）

・生産者・飲食店と連携して特産品の開発に取り組む。
・「干し野菜」と露地畑作の高度利用システムが日本農業遺産に認定され
たことに伴い、干し野菜を使った特産品開発に取り組む。

事業内容・手段

（１）おTANOしみマルシェでの「漬物コンテスト」　【中止】
　　　実施日：令和４年１１月２７日(日）
　　　内　容：マルシェでの漬物コンテストを検討したが、コロナ感染を
　　　　　　　考慮して中止し、餅つき体験＆餅の振る舞いを実施した。
（２）宮崎ブーゲンビリア空港「大根やぐら展」での試験販売　【中止】
　　日　時：令和５年１月６日（金）～１２日（木）
　　内　容：ブーゲンビリア宮崎空港で開催された「大根やぐら展」で
　　　　　　フライドはりはりの試験販売を行う予定だったが、生産者の
　　　　　　事情により 販売中止とした。
（３）特産品開発部会
　　　実施日：令和５年１月３１日(火）
　　　内　容：コロナ感染の拡大とおTANOしみマルシェの準備により商品
　　　　　　　開発の検討ができなかったが、今後①フライドはりはりの
　　　　　　　『賞味期限・設定検査』(食品保存試験)等を行い、商品化
　　　　　　　を進める②食品以外の特産品の開発③自然栽培の調査・
　　　　　　　研究を始める方向で確認した。

事 業 費 　１，１７６円

対 象 者 　地域住民、町外住民

（２）令和４年度　宮崎ブーゲンビリア空港「大根やぐら展」

年　度 令和４年度 令和３年度

一般入場者 ７，３８２人 ７，１５６人

スタッフ ０人 １３人

合　計 ７，３８２人 ７，１６９人

※田野まち協としては出店していない。(田野町紹介の写真を展示)

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

日本農業遺産の認
定を受けたことに
より、干し野菜を
使った特産品の開
発は重要。

⑤事業の周知
・田野紙
・ＳＮＳ

②住民の参加

特産品開発部に所
属している飲食店
が参加している。
また、漬物コンテ
ストへの一般参加
も期待できる。

⑥課題解決へ
の作用

田野の特産品干し
大根を使ったフラ
イドはりはりの商
品化を継続して実
施する。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

長年継続して取り
組んできたので、
飲食店等との連携
をより強化してい
きたい。

⑦住民の満足
度

フライドはりはり
の認知度がまだま
だ低いので、PR、
イベント販売が必
要。

④各種団体と
の連携

商品化に向け、商
工会、JA、みや
PECとの連携が必
要。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・「干し大根」を使ったフライドはりはりの商品化の動きが遅くなっていた
が、専門家に指導をもらい、食品保存試験の方向に進めている。フライドはり
はりを特産品とするため、継続して開発する。

＜地域協議会からの意見（令和４年１１月・事業報告）＞

・ふるさと納税の返礼品になるような、パッケージ等
工夫をしていくと良いかと思う。

＜意見への対応＞

・食品保存の観点からも、また商品化を進める上でも
検討課題になって来ており、今後進めて参ります。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［４　地域再生に係る事業　］

事 業 名 田野マルシェ事業 実施年数 　６年目

事業期間  開始：平成２９年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　自然環境と産業の調和したまち

基本項目
５．地域力の充実と発信
　◎住民同士のきずな強化

目　　的
（期待される効果）

　田野の特産品、手作り品などの展示販売をする。同時開催として各家庭
自慢の漬物を募集し、漬物コンテストを実施する。

事業内容・手段

　昨年度の計画では10月9日に単体にて実施する予定であったが、新たに
４団体(当協議会・田野もりあげる研究所・JA青年部・日本農業遺産推進
協議会)及び協力団体として婦人連絡協議会・JA女性部・干し大根生産者
による実行委員会を立上げ、11月27日(日)に「おTANOしみマルシェ」を実
施した。

（１）おTANOしみマルシェ
　　会　場：田野町あけぼの広場
　　実施日：令和４年１１月２７日(日)
　　内　容：・大根やぐらを設置/田野中吹奏楽部の演奏/竹太鼓 等
　　　　　　・当協議会はコロナを考慮して『漬物コンテスト』を中止
　　　　　　　とし、餅つき体験＆餅の振る舞いを行なった。
　　　　　　・今回、合同及び各々の実行委員会を重ねて、各団体の役割
　　　　　　　分担、レイアウト、宣伝活動等々を綿密に打合せを実施。

事 業 費 　８５，６８８円

対 象 者 　地域住民、町外住民

（４）おTANOしみマルシェ

年　度 令和４年度 令和３年度【中止】

一般参加者 １,７００人 人

スタッフ ３０人 人

合　計 １,７３０人 人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・子ども達から「色々な催しがあり、楽しかった」と言う声が多かった。
・『子ども達参加型』のスタイルが好評であった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

地域の若い世代か
らの要望が強く、
マルシェを通して
田野の魅力発信に
つながる。

⑤事業の周知

・新聞折込チラシ
・ポスター
・田野紙
・ＳＮＳ

②住民の参加

各種団体以外にも
一般市民のボラン
テイア参加が得ら
れた。

⑥課題解決へ
の作用

コロナ対策を処置
した上で、各団体
の役割、時間割、
レイアウト等を効
率的に対処でき
た。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

各種団体が所属し
ているため、まち
づくり協議会が取
組むのは妥当であ
る。

⑦住民の満足
度

宣伝効果が出て、
近隣のみならず遠
方からも来場があ
り、特にファミ
リー層から好評を
得た。

④各種団体と
の連携

今回、田野もりあ
げる研究所、JA青
年部など多くの団
体と連携した。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・各団体の長所が上手くはまって成功裏に終えた。この理由の一つは綿密な打
合せと調整であった。今後、この経験を生かしていきたい。

＜地域協議会からの意見（令和４年１１月・事業報告）＞

・おTANOしみマルシェは大盛況だったので、予算内で
次年度も継続できるようお願いしたい。

＜意見への対応＞

・その方向で進めて参ります。

＜地域協議会からの意見（令和　年　　月・事業報告）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［５　健康づくりに係る事業　］

事 業 名 イベント共催事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：平成２１年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　地域のつながり・教育・文化を大事にするまち

基本項目
６．行政に頼らない住民主導のスポーツ・文化活動の復活
　◎太鼓フェスティバル
　◎スポーツイベントの開催

目　　的
（期待される効果）

　マラソン大会を地区体育会と共催して行うことや太鼓フェスティバルに
まち協ブースを出すことで、地域間交流・世代間交流を通し町の活性化を
図る。
　また、まちづくり協議会活動内容のＰＲにつなげる。

事業内容・手段

（１）太鼓フェスティバル実行委員会
　　会　場：田野公民館
　　実施日：令和４年５月２６日
　　内　容：実行委員会にて令和４年度太鼓フェスティバル開催等に
　　　　　　ついて協議し、８月２７日開催を決定
（２）太鼓フェスティバル【中止】
　　会　場：田野運動公園
　　内　容：令和４年度太鼓フェスティバル中止を決定(８月１０日)
（３）マラソン大会【中止】
　　会　場：田野運動公園周辺
　　実施日：令和５年１月中旬

　※出店テント用ライトを購入。(来年度以降に使用)

事 業 費 　１３，６８０円

対 象 者 　地域住民・町外住民

（２）太鼓フェスティバル

年　度 令和４年度【中止】 令和３年度【中止】

一般参加者 人 人

スタッフ 人 人

合　計 人 人

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

町内外から多くの
来場者があるイベ
ントで、まちづく
り協議会を広報す
ることは重要であ
る。

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

田野の魅力発信、
まちづくり活動の
周知等、取組みと
して妥当である。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

太鼓フェスティバ
ル・マラソン大会
実行委員会に入っ
ているため、多く
の団体と連携して
いる。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［６　地域教育に係る事業　］

事 業 名 世代間交流事業 実施年数 　８年目

事業期間  開始：平成２７年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　子どもから高齢者まで笑顔はぐくむまち

基本項目
１．三世代交流
　◎町内に居住してる高齢者やさんさんクラブ会員を講師に招き、
　　子どもたちと交流する

目　　的
（期待される効果）

　田野町内の技術をもつ高齢者やさんさんクラブ会員を講師に招き、講話
やもの作りを通じて交流を図り、高齢者の生きがい作りとともに子どもの
豊かな心を育てる。

事業内容・手段

会　場：田野児童センター

（１）子ども食堂
　　実施日：令和５年１月２８日(土)
（２）バレンタイン
　　実施日：令和５年２月１４日(火）
（３）人権DVD勉強会
　　実施日：令和５年２月１５日(水）

　※コロナ感染拡大防止のため、４月～１２月までの子ども食堂、
　　紙芝居、人権カルタその他については中止した。

事 業 費 　２６，４００円

対 象 者 　地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ９７人 １０３人

スタッフ １７人 １６人

合　計 １１４人 １１９人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・令和４年４月から１２月までイベントがなかったので、久しぶりのイベ
ントに子ども達がはしゃいでいた。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

田野の方を講師に
招き、子どもたち
との交流の場に
なっている。

⑤事業の周知 児童館にて広報

②住民の参加

児童センターで実
施するため、未就
学児童の親子や、
子育て支援セン
ターの子ども達の
参加。

⑥課題解決へ
の作用

子ども達も楽しん
でおり、親子での
参加も多く、地域
との交流になって
いる。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

田野の技術を持っ
た方と子ども達と
の交流は、取組む
事業として妥当で
ある。

⑦住民の満足
度

コロナ禍のため予
定行事数が実施で
きなかったが、実
施できたイベント
では子ども達は楽
しんでいた。

④各種団体と
の連携

児童センター、さ
んさんクラブと連
携している。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・コロナ禍でのイベントなのでマスク着用を指導していたが、どの子供たちも
素直に着用していた。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［６　地域教育に係る事業　］

事 業 名 寺子屋事業 実施年数 　７年目

事業期間  開始：平成２８年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　子どもから高齢者まで笑顔はぐくむまち
　地域のつながり・教育・文化を大事にするまち

基本項目
１．三世代交流
５．地域力の充実と発信
８．歴史・文化の啓発と伝承
　◎学校との連携
　◎子どもたちがいきいきと生活できる環境づくり

目　　的
（期待される効果）

　TANO寺子屋チームと一緒に中学生を対象に勉強を教えると共に、地域の
ボランティアや大学生と交流することで、孤独感を感じることなく、いき
いきと生活できる環境づくりを行う。

事業内容・手段

（１）寺子屋オリエンテーション
　　実施日：令和４年７月９日（土）
　　内　容：大学生(７名)・まちづくり協議会との打合せ
（２）寺子屋勉強会
　　会　場：田野児童センター　２階ホール
　　実施日：令和４年７月～令和５年２月（８～１０月は中止）
　　　　　　毎週土曜日　１０時～１２時
　　　　　　実施日: １７回　　休講: １３回 (今年度・年間３０回)
　　内　容：宮大生を講師に招き、中学生を対象に勉強会を実施した。

　　※８月～１０月は緊急事態宣言・まん延防止等措置のため中止

事 業 費 　９１，２８０円

対 象 者 　地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

中学生 １７９人 ８１人

スタッフ ４７人 ３７人

大学生 ２８人 ４７人

合　計 ２５４人 １６５人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・保護者にも喜ばれている。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

中学生の学力の低
下を抑制するた
め、塾に通えない
ような子どもたち
も学習する場を設
けている。

⑤事業の周知

・中学校へチラシ
配布
・田野紙
・ＳＮＳ

②住民の参加

コロナ禍では比較
できないが、昨年
より中学生３年生
の参加が増えた。

⑥課題解決へ
の作用

大学生の指導の
下、皆で学習する
ことで、孤独を感
じることなく学習
に打ち込めてい
る。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

TANO寺子屋チーム
が主体だが、まち
協もスタッフとし
て加わり寺子屋
チームと協議しな
がら運営してい
る。

⑦住民の満足
度

参加している子ど
もたちは満足して
いるように見受け
られる。

④各種団体と
の連携

TANO寺子屋チーム
を中心に、大学・
中学校と連携して
いる。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［７　その他の事業　］

事 業 名 広報事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：平成２１年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　自然環境と産業の調和したまち

基本項目
５．地域力の充実と発信
　◎田野紙を町内全戸配布することによる地域の情報発信

目　　的
（期待される効果）

　まちづくり協議会の取り組み、行事を広く住民に広報することにより、
まちづくり協議会の認知度向上と取り組みへの参加を促すとともに、田野
町の良いところの再確認を促す。

事業内容・手段

（１）田野紙の制作・ポスティングによる町域全戸配布(４，８００戸）
　　実施日：3ケ月毎に年４回発行（夏号・秋号・冬号・春号）
　　今年度「秋号」からデザイン・レイアウトを変更。
　　〈一面〉全面写真表紙　　　　<二面> IUターン / 田野史
　　〈三面〉教育・子育て / 部会＆メンバー紹介
　　〈四面〉掲示板 / クイズ / お知らせ

（２）学校・公共施設などへの配布 及び 支所・駅での掲示

（３）インスタグラムによる情報発信

事 業 費 　４５３，８６６円

対 象 者 　地域住民

※田野町全世帯に配布（年４回）　　４，８００世帯

住民の声（アン
ケートの結果等）

・田野に住んでいながら知らないことが多く、楽しみにしている。
・Iターンの自分には、田野を知る大きな情報源となっています。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

自治会未加入世帯
にもポストに届く
ため、田野町全域
に情報発信でき
る。

⑤事業の周知
自宅のポストに配
布。

②住民の参加

田野紙を見て問い
合わせも増え、住
民との交流の足掛
かりとなってい
る。

⑥課題解決へ
の作用

皆に読んでもらえ
るような広報誌を
目指し、内容の充
実、デザインの変
更など、研究・努
力している。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

町内全世帯配布な
ので、内容を更に
充実させ、田野の
情報を継続して発
信することが重要
である。

⑦住民の満足
度

全戸配布であり、
町内に浸透してき
た。

④各種団体と
の連携

全世帯配布のた
め、各種団体より
お知らせの掲載依
頼がある。また、
情報を提供して頂
いている。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・デザイン・レイアウト変更が好評である。
・取材については部会員、事務局と連携しながら実施した。

＜地域協議会からの意見（令和元年５月・事業報告　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［７　その他の事業　］

事 業 名 フォトカレンダー事業 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：平成２３年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　自然環境と産業の調和したまち
　地域のつながり・教育・文化を大事にするまち
基本項目
４．豊かな自然と共生するまち
５．地域力の充実と発信
８．歴史・文化の啓発と伝承
　◎田野町内の豊かな自然や名所・旧跡等の写真を募集し、カレンダーに
　　することにより、田野の良いところの再確認を促す。

目　　的
（期待される効果）

　田野を見つめ直す良い機会とするため、「田野」をテーマに写真を募集
し、カレンダーを作成し配布する。

事業内容・手段

（１）カレンダー作成
　　内　容：「田野」をテーマに写真を田野紙・ＳＮＳ等で募集し、
　　　　　　その中から優秀作品８点を選び、カレンダーを作成。
　　　　　　１１月末に自治会を通して配布を行った。
　　　　　　また、入賞者へ賞品の贈呈を行った。

　　　・写真応募締切：８月３１日（水）
　　　・印刷枚数　２，６００枚

事 業 費 　１１６，７９５円

対 象 者 　地域住民・町外の希望者

年　度 令和４年度 令和３年度

応募点数 ８４点 ９３点

応募者人数 ３１人 ５０人

住民の声（アン
ケートの結果等）

・田野町の色んな所が発見できて、毎年楽しみにしている。
・我が家の室内インテリアにもなっている。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

配布後の反応、手
ごたえで地域の方
に求められている
ことが分かる。

⑤事業の周知
・田野紙
・ポスター掲示
・ＳＮＳ

②住民の参加

毎年応募する方や
インスタグラムで
応募する方など、
幅広い層に広がっ
て来ている。

⑥課題解決へ
の作用

田野をテーマに田
野らしいカレン
ダー作成に取り組
んだ。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

田野の魅力をフォ
トカレンダーで町
内外へ発信するこ
とは、取組として
妥当である。

⑦住民の満足
度

自治会を通しての
配布なので、その
他の方も多く事務
局に取りにみえ
る。

④各種団体と
の連携

写真応募ポスター
の掲示やカレン
ダー掲示を各種団
体にお願いしてい
る。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・宮崎空港の日本農業遺産イベント・まち協コーナーにカレンダーを掲示し、
「自由にお取り下さい」とカレンダーを設置。予想以上の反応があった。

＜地域協議会からの意見（平成４年１１月・事業報告）＞

　写真選考においては、審査の過程や透明性の確保と
言う観点を明確にして頂きたい。

＜意見への対応＞

　写真の背景や状況等を考慮するなど、審査員と相談
の上、適切な選考となるよう努めて行きたい。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［７　その他の事業　］

事 業 名 マップ作成事業 実施年数 　４年目

事業期間  開始：令和元年度  終了：　　令和４年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　地域のつながり・教育・文化を大事にするまち

８．歴史・文化の啓発と伝承
　◎名所旧跡案内の充実

目　　的
（期待される効果）

　田野町をＰＲするマップを作成し、町内外に広く知ってもらい、観光の
足掛かりとする。

事業内容・手段

（１）観光マッププロジェクト会議
　　会　場：田野文化会館
　　実施日：令和４年５月２４日・６月２４日・９月２日
　　内　容：令和元年から幾度とない部会長会議、全体会議等を経て
　　　　　　内容検討、構成、デザインの作成、点検、修正、確認が
　　　　　　１０月まで行われ、１１月に漸く終了。１２月５日印刷・
　　　　　　製本が完了した。
　　　　　　<表面>名所巡りマップ　〈裏面〉グルメマップ
　　　　　　<サイズ>　A２の16折り　<数量>　29,000部

（２）田野観光マップ　配布（令和４年１２月～）
　　　　　・宮崎市観光協会を通じて市内各観光施設
　　　　　・宮崎市公共施設(県立図書館/市立図書館/宮崎空港 他)
　　　　　・田野町内(AZホテル/長日川/道の駅田野/宮崎国際空港CC/
　　      　田野駅/町内飲食店 他)
　　　　　・学校施設(田野小学校/七野小学校/田野中学校 他)
　　　　　・田野町自治会を通じて、一般家庭へ配布予定

事 業 費 　６９９，０５０円

対 象 者 　地域住民・宮崎県内外住民

住民の声（アン
ケートの結果等）

・田野町を知る為の教材に使用したい(田野小学校)、田野町にこんな史跡
があるとは知らなかったと言う地域住民の声が多く聞こえた。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

紙ベースの田野町
観光マップがな
く、町内外、特に
町内の方々の要望
が大きかった。

⑤事業の周知

・田野紙
・SNS
・取材を受けて、
宮崎日日新聞に記
事掲載

②住民の参加

マップに掲載する
飲食店等など、商
工会、食品衛生協
会田野支部と連
携。

⑥課題解決へ
の作用

プロジェクトチー
ムを立上げ、作成
と配布先の検討を
協議した。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

田野の情報提供と
発信はまちづくり
活動として妥当で
ある。

⑦住民の満足
度

田野町のまだ知ら
ない事が分かって
良かったと言う声
が多い。

④各種団体と
の連携

配布に当たり、宮
崎市観光協会、町
内学校、町内事業
所 他との連携を
行った。

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・町外に「田野町の紹介」、町内に「田野町・再発見」のマップを新たに発信で
きた事は意義深い。これからの活動に役立てたい。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



［７　その他の事業　］

事 業 名 まちづくり協議会運営事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：平成２１年度  終了：　　年度

地域魅力発信
プランとの関連

基本目標
　子どもから高齢者まで笑顔はぐくむまち
　自然環境と産業の調和したまち
　地域のつながり・教育・文化を大事にするまち

目　　的
（期待される効果）

　住民主体のまちづくり実現のため、役員会や各部会の開催や、広報活動
など、田野まちづくり協議会の円滑な運営を行う。

事業内容・手段

（１）田野まちづくり協議会における会議、事業等に係る業務
　　　実施日：令和４年４月～令和５年３月
　　　内　容：・総会・役員会・合同部会・各部会等の資料作成、出席
　　　　　　　・各事業に係る資料作成、準備、出席
　　　　　　　・会議・イベント開催連絡、延期・中止連絡

（２）各種書類作成及び手続き業務
　　　実施日：令和４年４月～令５年３月
　　　内　容：・事業計画・実績報告等の書類作成、提出
　　　　　　　・市役所等からの調査への回答

（３）会計に関する業務
　　　実施日：令和４年４月～令和５年３月
　　　内　容：・地域コミュニティ活動交付金活用事業に関すること
　　　　　　　・地域まちづくり事務局運営補助金に関すること

（４）会員募集に関する業務
　　　実施日：令和４年４月～令和５年３月
　　　内　容：・まちづくり会員の募集
　　　　　　　・キッズ会員の募集
　　　　　　　　　田野小・七野小・田野中に募集チラシ配布
　　　　　　　　　キッズ会員カードの作成・事業案内等

事 業 費 　９２３，３７３円

対 象 者

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

まちづくり協議会
の運営、活動を進
めるためにも必要
である。 ⑤事業の周知

・田野紙
・イベントでの
紹介
・ポスター

②住民の参加

町内外からの問合
せ、各種団体から
の問い合わせなど
対応している。 ⑥課題解決へ

の作用

常に会員、各種団
体、市役所と連携
し、情報交換して
いる。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

まちづくり協議会
運営をするには必
要である。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

各種団体からの会
員も多く、各種団
体の事業へも参加
している。 事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（令和４年１１月・事業報告）＞

　部会員の少ない中で数多くの事業を実施されている
が、事務局・部会員の負担にならないよう事業の見直し
が必要と考える。

＜意見への対応＞

　事務局員の週三日勤務体系や部会員の減少からそれぞ
れ負担になって来ているが、部会同士の相互乗り入れや
新入会員募集など、部会の再構築や作業の効率化を図
り、住民満足度の高い事業展開を行っていきたい。

＜地域協議会からの意見（平成　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
　その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、
　次回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　防犯・防災事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 199,286 

２

３

４ 合計（Ａ） 199,286 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 36,216 
青パトガソリン   23,812円
お茶代            4,704円
修理代            7,700円

５ 役務費 150,170 
青パト任意保険   62,520円
車検費用  　　　 81,000円
ボランティア保険　6,650円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 公課費 12,900 青パト自動車税

１２ 合計（Ｂ） 199,286 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　健康ふくしまつり共催事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 17,010 

２

３

４ 合計（Ａ） 17,010 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 17,010 消耗品費

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 17,010 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　福祉共催事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 2,134 

２

３

４ 合計（Ａ） 2,134 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 2,134 消耗品費　      2,134円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 2,134 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　高齢者・認知症サポート支援事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 4,728 

２

３

４ 合計（Ａ） 4,728 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 4,728 お茶代            4,728円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 4,728 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　いこいの里山づくり事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 291,950 

２

３

４ 合計（Ａ） 291,950 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 135,344 

消耗品費　       32,762円
苗木代　         30,000円
燃料費           11,060円
材料費　            806円
弁当・お茶代　   60,716円

５ 役務費 23,760 活動傷害保険     23,760円

６ 委託料 10,455 トイレ汲取り  　 10,455円

７ 使用料及び賃借料 4,110 タクシー借上代　　4,110円

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費 118,281 樹木プレート代  118,281円

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 291,950 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　鰐塚山山開き事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 13,602 

２

３

４ 合計（Ａ） 13,602 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 13,602 材料費　　　　 　13,602円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 13,602 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　田野しっちゃが祭り活性化事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 114,262 

２ 参加者負担金 13,500 

３

４ 合計（Ａ） 127,762 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 127,762 
お茶・弁当代　    5,000円
材料費          122,762円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 127,762 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　田野駅活性化事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 212,790 

２ 寄附金 110,000 田中漬物・桜屋旅館

３

４ 合計（Ａ） 322,790 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金 2,000 点灯式司会料

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 188,959 

LED購入費      　20,725円
材料費       　  50,204円
イルミ・短冊材料 67,022円
弁当・お茶代　   22,806円
消耗品費　       12,802円
やぐら用竹　　 　15,400円

５ 役務費 18,311 
保険          　 12,340円
電気料            5,971円

６ 委託料 113,520 
電気架設     　  55,000円
産廃処分費　　 　58,520円

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 322,790 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　特産品開発事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 1,176 

２

３

４ 合計（Ａ） 1,176 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 1,176 消耗品費       　 1,176円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 1,176 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　田野マルシェ事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 85,688 

２

３

４ 合計（Ａ） 85,688 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 32,478 
弁当・お茶代　 　17,676円
消耗品費　　　　　9,802円
材料費　　      　5,000円

５ 役務費

６ 委託料 4,700 チラシ作成　　　　4,700円

７ 使用料及び賃借料 48,510 仮設トイレ賃借料 48,510円

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 85,688 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　イベント共催事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 13,680 

２

３

４ 合計（Ａ） 13,680 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 13,680 消耗品費 　　　　13,680円

５ 役務費 　

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 13,680 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　世代間交流事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 26,400 

２

３

４ 合計（Ａ） 26,400 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金 3,000 講師料(人権勉強会)3,000円

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 23,400 材料費　     　23,400円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 26,400 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　寺子屋事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 91,280 

２

３

４ 合計（Ａ） 91,280 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金 36,000 講師料       @1,000×36人

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 44,640 
お茶代        　 35,599円
消耗品費　        9,041円

５ 役務費

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費 10,640 ホワイトボード　 10,640円

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 91,280 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　広報事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金

２ 繰越金 453,866 

３

４ 合計（Ａ） 453,866 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 134,866 
印刷製本費4回分 121,906円
景品代　　　 　　 9,000円
消耗品費　 　 　　3,960円

５ 役務費

６ 委託料 319,000 
ポスティング4回分
　　　　　　　　319,000円

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 453,866 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　フォトカレンダー事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 116,795 

２

３

４ 合計（Ａ） 116,795 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 116,245 

印刷製本費       94,380円
   33円×2,600枚×1.1
賞品代　　　 　　20,000円
消耗品費　　　　　1,865円

５ 役務費 550 振込手数料          550円

６ 委託料

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 116,795 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　マップ作成事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金

２ 繰越金 699,050 

３

４ 合計（Ａ） 699,050 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償

４ 需用費 478,500 
印刷製本費 　　 478,500円
15円×29,000部×1.1

５ 役務費 550 振込手数料　　　　　550円

６ 委託料 220,000 デザイン料　　　220,000円

７ 使用料及び賃借料

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 699,050 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

                                                    田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

事　業　名 　まちづくり協議会運営事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 338,341 

２ 繰越金 585,005 

３ 自己資金 27 

４

合計（Ａ） 923,373 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金・手当 128,556 
事務局長　　　　 50,120円
事務局職員       78,436円

２ 報償費・謝金

３ 旅費・費用弁償 44,000 

役員・部会員
  @3,000円×14名=42,000円
旅費
　  @1,000円×2名=2,000円

４ 需用費 148,057 
まち協のぼり　 　17,270円
テプラ代　 　　　10,596円
消耗品費　      120,191円

５ 役務費 133,670 
電話・ネット   　84,370円
切手・はがき   　44,340円
火災保険        　4,960円

６ 委託料 17,160 パソコン設定費   17,160円

７ 使用料及び賃借料 336,960 

コピー機リース  327,360円
車両賃借料
　　 @500円×18回=9,000円
駐車料金  　　　　 600円

８ 工事請負費

９ 原材料費

１０ 備品購入費 114,970 
パソコン　　　　 99,680円
ペーパー裁断機　 15,290円

１１ 積立金

１２ 合計（Ｂ） 923,373 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 



（様式第７号）

積　立　金　管　理　状　況　報　告　書

田野地域自治区　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

積立金名称 災害時積立金

積立金の収支 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 前年度までの積立額 598,870 

２ 積立額 0 

３ 利息 4 

４ 取崩額 0 

合　　計 598,874 

積立金名称

積立金の収支 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 前年度までの積立額

２ 積立額

３ 取崩額

合　　計 0 

積立金名称

積立金の収支 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 前年度までの積立額

２ 積立額

３ 取崩額

合　　計 0 



（様式第９号）

宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書

令和 ５年 ３月２３日

　宮　崎　市　長　　殿

主たる事務所の所在地　宮崎市田野町甲２８１８番地

名 称 　田野まちづくり協議会

代 表 者 の 氏 名 　会長　　松浦　繁盛

電 話 番 号 　０９８５－６９－０５１５

  令和４年３月３１日付で交付決定のありました地域コミュニティ活動交付金について
は、決算において　１，３３７，８７８円の残金があり、繰越金として次年度の会計へ
繰り越しますので届け出ます。

添　付　書　類

　　令和４年度収支決算（見込）書



（１）収入の部

（２）支出の部

令和４年度　事業実施報告・収支決算（見込）書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野地域自治区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田野まちづくり協議会

                                                            　      令和 ５年 ３月２３日

　収支決算

（単位：円）

項　　目 予　算 決算 差 備　考

地域コミュニティ活動交付金 2,867,000 2,867,000 0

繰越金 1,737,921 1,737,921 0

寄付金 0 110,000 110,000 田中漬物・桜屋旅館

参加者負担金 215,000 13,500 ▲ 201,500

売上金 0 0 0

自己資金 79 27 ▲ 52

合　　計 4,820,000 4,728,448 ▲ 91,552

分野 事　業　名 実施年数 予　算 決算 差 備　考

防 防犯・防災事業 14年目 251,000 199,286 ▲ 51,714

福 健康ふくしまつり共催事業 14年目 40,000 17,010 ▲ 22,990 中止

福 福祉共催事業（地域ふれあい交流） 13年目 120,000 2,134 ▲ 117,866 中止

福 高齢者・認知症サポート支援事業 5年目 20,000 4,728 ▲ 15,272

環 いこいの里山づくり事業 14年目 304,000 291,950 ▲ 12,050

再 鰐塚山山開き事業 11年目 40,000 13,602 ▲ 26,398

再 田野しっちゃが祭り活性化事業 10年目 343,000 127,762 ▲ 215,238

再 田野駅活性化事業 12年目 372,000 322,790 ▲ 49,210

再 特産品開発事業 11年目 115,000 1,176 ▲ 113,824

再 田野マルシェ事業 6年目 260,000 85,688 ▲ 174,312

健 イベント共催事業 14年目 50,000 13,680 ▲ 36,320 中止

教 世代間交流事業 8年目 100,000 26,400 ▲ 73,600

教 寺子屋事業 7年目 220,000 91,280 ▲ 128,720

他 広報事業 14年目 535,000 453,866 ▲ 81,134

他 フォトカレンダー事業 12年目 128,000 116,795 ▲ 11,205

他 マップ作成事業 4年目 710,000 699,050 ▲ 10,950

他 まちづくり協議会運営事業 14年目 1,212,000 923,373 ▲ 288,627

繰　越　金 1,337,878

合　　計 4,820,000 4,728,448 ▲ 91,552



令和 4年度 田野地域まちづくり協議会への意見書［事業実施報告］

田野地域自治区地域協議会

会長 黒木 光春

令和 4年度の田野地域自治区の地域まちづくり事業実施報告及び収支決算について、事業

計画及び収支予算に沿って適正に執行されていましたので、承認いたします。

なお、承認に際し、下記の意見がありましたので、対応を検討いただきますようお願いい

たします。

記

１．総括

新型コロナウイルス感染症の影響で 3事業が中止になったが、必要な感染予防対策などを

行いながら事業実施に向けて取り組んでいただいた。

コロナ禍の中、事業を進めていくことは厳しいと思われるが、今後も工夫しながら、地域

魅力発信プランに基づき、田野らしいまちづくりに取り組んでいただきたい。

２．事業の推進体制

部会員の高齢化・固定化の改善を図る必要がある。今後も、引き続き、削減も含めた事業

の見直し、部会員の募集等を行い、事業が円滑に進むようにお願いしたい。

３．各事業への意見（意見のある事業のみ記載）

４ その他

コロナ禍により、やむを得ず事業を中止せざるを得ない状況が続いている中、感染予防対

策を講じながら、工夫したまちづくり活動を展開していただいた。この経験を活かし、コロ

ナ禍、そしてコロナ後のまちづくりに取り組んでいただきたい。

また、各事業への意見にも記載しているが、ようやくマップ作成事業が完了し、田野地域

の魅力を発信することができる良いマップが完成したと思う。今回のマップ作成により見え

てきた課題や問題点もあると思うので、そういったものを、次回以降の取り組みに役立てて

いただきたい。

事業名 意見

マップ作成事業

田野地域の魅力を発信できる素晴らしいマップを作

成していただいた。

事業としては、今回で一旦終了ということであるが、

今後も見直しを続けてもらい、より良いマップを作成し

ていただきたい。

（様式第８号）


